
 

 

 

 

 

2011 年に寄贈を受けた鈴木茂コレクションは体長数ミリの微小な甲虫類が大部分を占め

る約 7,000点の昆虫コレクションです。その中にひとつだけチョウの標本が含まれています。

1973年 5月、北海道大学昆虫研究会のメンバーだった鈴木さんは甲虫類の採集を目的にアポ

イ岳を訪れ、たまたまこのチョウを発見したそうです。後に、チョウに詳しい同会の仲間に

よって、日本では未知のチョウであるらしいことがわかりました。翌年、本格的な調査がな

された時に得られた標本のひとつが上の写真の標本です。専門家による研究の結果、このチ

ョウはヨーロッパから中国東北部にかけて生息するヒメチャマダラセセリと判明し、国内で

はアポイ岳周辺のわずかな区域にのみ生息する希少なチョウであることがわかりました。

1975年 2月、発生期を迎える前にヒメチャマダラセセリは国の天然記念物に指定され、採集

は禁止されました。この標本は、合法的に採集されたわずかな標本のひとつです。 

鈴木茂さんは、古生物学者として恐竜などの研究で活躍された方で、甲虫類のアマチュア

研究者としても活動され、「日本列島の甲虫全種目録」のウェブサイトの管理人です。 

 

 

ヒメチャマダラセセリ（北海道アポイ岳産）． 
 

パオちゃんズアイ👀に関するお問い合わせは 

 

倉敷市立自然史博物館 

〒710-0046 岡山県倉敷市中央 2-6-1 

電話:(086)425-6037 FAX:(086)425-6038 

E-mail:musnat@city.kurashiki.okayama.jp 

 

「パオちゃんs’EYE」

は博物館ホームペ

ージでカラーで見ら

れるよ！ 


